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ジェネリックビジネスを中心とした 
医療ビジネス連関



Brand Maker

世界規模での再編統合…進行中 

世界市場でのCritical Mass 

1兆円？



Brand Maker

日本には新薬開発企業といわれるメーカーが71
社ある 
（注）日本製薬工業協会…研究志向型の製薬企業が加盟する任意団体 

日本のマーケットの中だけでCritical Massを議
論する意味 



ジェネリックメーカー

世界と日本のジェネリックメーカー

企業名 05年度医療用
医薬品売上高

１ 大洋薬品工業 ２８２

２ 沢井製薬 ２５０

３ ニプロファーマ ２３５

４ 東和薬品 ２３０

５ 日医工 ２２５

ジェネリック医薬品製造メーカーの売上高

（単位：億円） 



世界

ジェネリックは本来、世界市場に適した商品 

世界的大企業の誕生



日本

日本のジェネリック企業44社 
（注）日本ジェネリク製薬協会加盟会社 

年間売り上げ400億円超~50億円未満 



日本でしか売れないジェネリック医薬品

アジアマーケットでは一般的な姿 
7掛けルールという非関税障壁に守られている



日本のジェネリックの選択肢

日本のBrand makerと同様、同族支配企業 
…再編が進みにくい構造 

このまま進行すれば、消滅という再編統合もあり
得る



医薬品卸業

再編は終わった 
→Infraとして新たな機能を担うことが期待される 

医療ビジネス自体の再編統合のKey player



医療機関 
小規模　零細　多重構造からの脱却

・急性期……高機能大病院への集約の途 

・慢性期……脱医療 
 Brand makerのMarketではない 
 Chain化の進行 

・クリニック…急性期病院へのlinkageなど



薬局

ドラッグストアと調剤薬局 

・独立薬局の衰退 

・点分業から面分業へ 

・開業医機能の分担 


